
コロナ禍での取組事例

～新型コロナ感染症第６波が押し寄せる中での地域活動発表会～

作成：宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議事務局
（社会福祉法人宮城県社会福祉協議会）



宮城県名取市

西部は丘陵地、東部は太平洋に面し、名取川・
阿武隈川の両水系に囲まれた肥沃な名取耕土が広
がるとともに、温暖な気候・風土に恵まれ、豊か
な自然環境を有している。東北の玄関口である仙
台空港や東北新幹線、東北本線・仙台空港アクセ
ス線などの電車、仙台東部道路・国道４号線が縦
貫しており、交通網も発達している。

基本情報

人口 ７９，４８３人

世帯数 ３２，３０８世帯

６５歳以上人口（高齢化率） １８，６３５人（23.5％）

７５歳以上人口（高齢化率） ８，８２５人（11.1％）

宮城県高齢化率（28.4%）

介護保険料（８期計画期間中） 月額５，５９０円

※７期 5,430円

日常生活圏域 １圏域

地域包括支援センター ４箇所

※R3.11時点



名取市の生活支援体制整備事業

体制状況

■協議体

第１層 名取市社協で運営

第２層 現在設置無く，検討中

■生活支援コーディネーター

第１層
名取市社協に１名配置
（４人でチームを組み活動）

第２層 市内４包括に１名ずつ配置

地域支え合い情報誌「なとたん」
を，年１回発行しています。



新型コロナウイルス感染症（第６波）発生状況

宮城県における「イベント主催者等への要請内容」では，現行の対策を継続する内容。

（活動報告会前日，当日時点）

新型コロナウイルス感染症新規感染者人数

■令和４年１月２６日（水） 開催前日

名取市：１０人（宮城県：１８５人）

■令和４年１月２７日（木） 開催当日

名取市：１１人（宮城県：１７０人）

宮城県記者発表資料より

名取市では，令和４年１月２７日に開催する「名取市地域支え合い報告会」の準備を
進めていました。
宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議事務局で行う「アドバイザー派遣事業」

を活用し，報告会当日“東北こども福祉専門学院 副学院長 大坂純先生”に，講演と活
動発表への講評を依頼していました。



開催前日…

開催日が近づくにつれ，コロナ感染症第６波の感染拡大が顕著になってきました。
県内他市町村では，予定していたイベントの延期や中止も相次ぎ，名取市での報

告会開催も危ぶまれる状況を想定していました。そこで，名取市社協担当者へ，報
告会前日に開催の有無を確認したところ，返答は以下のとおりでした。

県内の感染が拡大している。明日
の報告会は開催できるか？

県社協
支え合い
事務局

担当者

今日，市の担当者と打合せを行った。感染拡大状況であることは十分理解
している。
現在，まん延防止措置も緊急事態宣言も出ていない状況であることから，

特に何か制限が出されているわけでもなく，中止する理由は無いという結論
に至った。
今まで私たちは「正しく恐れて活動を止めない」ことの重要性を市民に話

し続けてきた。私たちがそれをできないというわけにはいかない。できない
理由を探すのではなく，できる方法を考えていく。
このことについては，関係者みんなで共有し，同じ思いで取り組んでいる。



報告会のチラシ兼参加申込票



開会前

山田市長 大坂純氏

開会前打合せは，換気をしながら，向かい合う人は
距離をとって行います。市長も参加されています。

閉会後の反省会にも市長は
参加されています。



会場入口

会場入口では，市職員が来場者の検温と，
手指消毒の実施を確認します。



受 付

アクリル板を設置。
アンケート記入用の鉛筆は，使用済みBOXを用意して，
都度消毒します。



会場の様子

当日参加者１３３人
（令和２年度１２６人）

「感染症を正しく恐れる」を住民に伝え
続けてきたからこその参加人数です。



座 席

座席背もたれ

この用紙に名前，電話番号を記入し，帰る
際に専用ＢＯＸへ投函します。
これにより，どの座席に誰が座っていたか
把握できるとともに，申し込まずに参加さ
れた方の把握にもつながります。



支え合い報告会の様子

開会時には，司会者から感染対策
について説明を行っています。
（※次スライド参照）

距離をとり，皆で体操もしました。

発表団体と一緒に生活支援Co
も登壇しました。

生活支援コーディネーター大坂氏の講演



司会原稿（開会時）

尚、本日は新型コロナウィルス感染予防のため、一席ずつ
空けてお座りいただいております。
また、マスクの着用、及び手指消毒にご協力いただきあり

がとうございます。
つづきまして、みなさまにご記入いただきたいものについ

て、ご説明申し上げます。
今回、感染予防対策といたしまして、みなさまがお座りに

なられましたお席の把握をさせていただきたいと思います。
前方のお席の背もたれ部分に、座席番号が記入された用紙が
貼られておりますので、ご確認ください。その用紙にお名前
とお電話番号を記入していただき、お帰りの際に回収箱へご
提出をお願いいたします。
尚、万が一の場合、この情報を保健所等に提出させていた

だく場合がありますので、ご了承願います。
つづいて、本日、お渡ししております資料の中身をご確認

ください。



左の初回盤は令和２年
５月に作成。月日の流れ
に伴い，流行当初とは状
況が変わってきている部
分について中身を精査し，
令和３年８月に改訂版を
発行。

その他の取組

コロナ禍においては，地域
活動の停滞や個人の活動量低
下が懸念されます。
そこで，名取市健康福祉部

介護長寿課では「高齢者が気
を付けたいポイント」につい
て，パンフレットを作成し，
地域での活動等を後押ししま
した。
このパンフレットを基に，

やみくもに全てをストップせ
ずに，コロナ感染症を正しく
恐れて活動することを推進し
ました。



終わりに…

この資料を作成している令和４年２月１７日現在，
今回の報告会を起因としたクラスターの発生等は報告
されていません。

名取市マスコット
カーナくん

報告会開催翌日以降の新規感染者数
１月２８日 １２人
１月２９日 １８人
１月３０日 １４人

（宮城県記者発表資料より）


